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都市計画案に対する意見書及び市の見解 

都市計画の種類：船橋都市計画用途地域 

意見書提出者１ 

意見書の要旨 市の見解 

・地区の北側には良好な住環境を整備するた

めの用途地域が設定されていて、駅周辺は大

規模な施設が立地するよう敷地面積の最低限

度が定められており、にぎわい施設が立地す

ることが期待できる。

今回の船橋都市計画用途地域の変更によ

り、計画的なまちづくりが図れるものと考え

ております。 

一方、地区計画において敷地面積の最低限

度を定めることにより、地区の特性に応じた

土地利用が図れるものと考えております。 

意見書提出者２ 

意見書の要旨 市の見解 

・用途地域で一定の建築のルールを設け、土地

利用をコントロールすることで、より良いま

ちなみの形成とまちの価値向上、海老川上流

地区の発展、船橋市の発展につながる。 

今回の船橋都市計画用途地域の変更によ

り、計画的なまちづくりが図れるものと考え

ております。 

・新駅周辺において賑わいのあるまちづくり

につながる大規模な商業施設やマンションの

立地が可能である等、想定されている土地利

用に合わせた用途地域が設定されている。

意見書提出者３ 

意見書の要旨 市の見解 

・まちの中心部は大規模な商業施設やマンシ

ョンの建築が可能となっており、まちのにぎ

わいにつながる。また、第一種低層住居専用地

域が設定されているなど、まちの計画に合わ

せた用途設定がされていることで、良好なま

ちなみの形成につながると考える。

今回の船橋都市計画用途地域の変更によ

り、計画的なまちづくりが図れるものと考え

ております。 

別紙２ 
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意見書提出者４ 

意見書の要旨 市の見解 

・メディカルタウン構想の実現方針に定めら

れている、医療センターを中心とした医療の

核、健康維持を支える健康の核、新駅を中心と

した賑わいの核の三つのゾーンにふさわしい

土地利用を誘導するため、用途地域を定める

必要がある。 

 今回の船橋都市計画用途地域の変更によ

り、計画的なまちづくりが図れるものと考え

ております。 

・本案では、新駅周辺には賑わいを生み出すこ

とが可能な大規模な商業施設、幹線道路沿い

には日常生活に必要な施設、住環境を守る場

所には住宅などが建築することができ、バラ

ンスのとれたまちづくりが可能である。 
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都市計画の種類：船橋都市計画高度地区 

 

意見書提出者１ 

意見書の要旨 市の見解 

・駅前で高層建築が可能である一方、低層住宅

地で高さ規制があるなどメリハリのある内容

である。 

今回の船橋都市計画高度地区の変更によ

り、良好な市街地環境の形成を図るとともに、

居住環境への配慮が図れるものと考えており

ます。 

 

意見書提出者２ 

意見書の要旨 市の見解 

・駅周辺ではまちの発展につながる高層建物

が建築可能となるなど、地区の機能や周辺環

境の特性に応じて高度地区が設定されてい

る。 

今回の船橋都市計画高度地区の変更によ

り、良好な市街地環境の形成を図るとともに、

居住環境への配慮が図れるものと考えており

ます。 

 

意見書提出者３ 

意見書の要旨 市の見解 

・駅前には高層でまちの顔となる建物、駅から

離れ主に住宅が立地するエリアは良好な住環

境を整備する必要があり、本案はまちの計画

に合わせて高度地区が設定されており、まち

づくりを行う上で重要な役割を果たすと考え

る。 

今回の船橋都市計画高度地区の変更によ

り、良好な市街地環境の形成を図るとともに、

居住環境への配慮が図れるものと考えており

ます。 

 

意見書提出者４ 

意見書の要旨 市の見解 

・本地区では、原則として第一種高度地区（最高

高さ 20ｍ）が指定されている一方で、医療セン

ター予定地は病院機能を充足させるために地区

計画で高さを 45ｍと設定し、中高層住宅地区で

は地区計画で高さを 31ｍに緩和することで、高

層マンションの建築が可能となり地域の発展に

寄与する。 

今回の船橋都市計画高度地区の変更におい

ては、原則として第一種高度地区（最高高さ 20

ｍ）を指定し、当該地の居住環境を確保するも

のであります。 

一方、地区の機能や周辺環境の特性に応じ、

地区計画において最高高さ 31ｍや 45ｍを指

定することにより、地区の特性に応じた土地

利用が図れるものと考えております。 

 
・新駅周辺の商業地区では高さの制限を無くし

ており、自由な設計が可能である。 

・場所によりメリハリのある高度地区の指定が

なされている。 
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都市計画の種類：船橋都市計画防火地域及び準防火地域 

 

意見書提出者１ 

意見書の要旨 市の見解 

・人が多く集まる駅前に、防火地域や準防火地

域を指定することで、防火性の高い建物が建

築されるので、駅前の大規模火災を防ぐこと

につながる。 

今回の船橋都市計画防火地域及び準防火地

域の変更により、当該地における火災の危険

の防除が図れるものと考えております。 

 

意見書提出者２ 

意見書の要旨 市の見解 

・高層な建物が建ち、多くの人々が行き交う駅

周辺に防火地域及び準防火地域を指定するこ

とで、大規模火災の発生を防止することがで

きる。 

今回の船橋都市計画防火地域及び準防火地

域の変更により、当該地における火災の危険

の防除が図れるものと考えております。 

 

意見書提出者３ 

意見書の要旨 市の見解 

・船橋市内には、木造住宅が密集しており、防

災上危険な地域があるが、本地区においては、

人々が安心して暮らせるよう、防火地域及び

準防火地域に指定することで大規模火災の発

生を防ぐことが必要であると考える。 

今回の船橋都市計画防火地域及び準防火地

域の変更により、当該地における火災の危険

の防除が図れるものと考えております。 

 

意見書提出者４ 

意見書の要旨 市の見解 

・新駅周辺は、建蔽率８０％、容積率２００％

及び３００％に指定されており、建物が密集

して建築されることが想定され、当該地にお

ける火災の危険を防除するために建築物の構

造や材質を規制する防火地域・準防火地域の

変更に賛成である。 

今回の船橋都市計画防火地域及び準防火地

域の変更により、当該地における火災の危険

の防除が図れるものと考えております。 
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都市計画の種類：船橋都市計画海老川上流地区地区計画 

 

意見書提出者１ 

意見書の要旨 市の見解 

・緑地や広場等の地区施設が設定されており、

より豊かな環境になることを期待する。 

今回の船橋都市計画海老川上流地区地区計

画において地区施設や壁面の位置の制限を定

めることで、オープンスペースの確保及び自

然と調和する魅力的な街並みの形成が図れる

ものと考えております。 

・敷地面積の最低限度の設定により駅前に

人々でにぎわう大規模施設が立地することを

期待する。 

今回の船橋都市計画海老川上流地区地区計

画において商業地区Ａ～Ｃの建築物の敷地面

積の最低限度を1,000㎡と定めることで、新

駅駅前に相応しい計画的な土地利用の誘導が

図れるものと考えております。 

施設の用途が制限されることで、将来にわた

り良好な環境となることを期待する。 

今回の船橋都市計画海老川上流地区地区計

画の決定により、市の新たな拠点となる地区

にふさわしい土地利用の誘導が図れるものと

考えております。 

 

意見書提出者２ 

意見書の要旨 市の見解 

・用途地域等のルールだけではコントロール

しきれない内容について定めることで、ふさ

わしい土地利用や魅力的な街並みの形成につ

ながる。 

今回の船橋都市計画海老川上流地区地区計

画の決定により、本市の新たな拠点となる地

区にふさわしい土地利用の誘導やオープンス

ペースの確保及び自然と調和する魅力的な街

並みの形成が図れるものと考えております。 

地区施設や壁面位置の制限によるオープンス

ペースにより、居住者には良好な住環境を、歩

行者には安全でゆとりある快適さを確保して

いる。 

今回の船橋都市計画海老川上流地区地区計

画において地区施設や壁面の位置の制限を定

めることで、賑わいがあり歩いていて楽しく

なる歩行者空間や、ゆとりある魅力的な歩行

者空間、歩行者が集い憩うことが可能な潤い

ある飯山満川沿い空間等の実現が図れるもの

と考えております。 
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意見書提出者３ 

意見書の要旨 市の見解 

・新しいまちを整備する上で、ふさわしくない

用途の建築を規制したり、敷地面積の最低限

度を設けてバラバラな土地活用を規制するこ

とは必要であると考える。また、規制はあるも

のの様々な土地活用が可能なルールとなって

いるため賛成である。 

今回の船橋都市計画海老川上流地区地区計

画において建築物等の用途の制限や建築物の

敷地面積の最低限度を定めることで、地区の

土地利用の方針に応じた計画的な土地利用の

誘導が図れるものと考えております。 

 

意見書提出者４ 

意見書の要旨 市の見解 

・本案では、駅前は計画的なまちづくりが進め

らるよう敷地面積の最低限度を 1,000 ㎡、低

層住宅地では良好な住環境となるよう 135 ㎡

に指定されるとともに、必要に応じて建築物

の用途が制限されている。 

今回の船橋都市計画海老川上流地区地区計

画では、本地区を11地区に区分しております。 

地区計画の目標及び土地利用の方針に基づ

き、11 地区それぞれにおいてきめ細かく規制

を行うことで、良好で質の高い市街地環境の

形成が図れるものと考えております。 

・歩行者動線においてにぎわいある空間、ゆと

りある空間が創出されるよう地区施設の整備

の方針が定められており、宅地内にそのよう

な空間を設けることで、より魅力的な空間が

創出されることを期待している。 

今回の船橋都市計画海老川上流地区地区計

画において地区施設や壁面の位置の制限を定

めることで、賑わいがあり歩いていて楽しく

なる歩行者空間や、ゆとりある魅力的な歩行

者空間、歩行者が集い憩うことが可能な潤い

ある飯山満川沿い空間等の実現が図れるもの

と考えております。 
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都市計画の種類：船橋都市計画道路 

 

意見書提出者１ 

意見書の要旨 市の見解 

・駅前広場や広い道路、歩行者が安全に通行で

きる歩道、災害時にも機能するラウンドアバ

ウトが整備されるので本案に賛成する。 

 医療センターの移転や新駅誘致を核とした

新たなまちづくりに合わせた今回の船橋都市

計画道路の変更により、公共交通の利便性向

上、交通結節機能の向上、都市機能の充実及び

交通の円滑化が図れるものと考えておりま

す。 

 

意見書提出者２ 

意見書の要旨 市の見解 

・幅員が広く、快適な歩行空間を有する歩道、

安全性の高い道路、信号がなく停電時も交差

点として機能するラウンドアバウトの整備に

賛成する。 

 医療センターの移転や新駅誘致を核とした

新たなまちづくりに合わせた今回の船橋都市

計画道路の変更により、公共交通の利便性向

上、交通結節機能の向上、都市機能の充実及び

交通の円滑化が図れるものと考えておりま

す。 ・医療センターの利用者の利便をはかるため、

新駅南側に障害者用停車施設、タクシー乗降

場、バス乗降場を配置した駅前広場を設置す

ることに賛成する。 

 

意見書提出者３ 

意見書の要旨 市の見解 

・船橋市内には歩道が無い道路や、歩道が狭い

道路が多くあり、日常生活で危険を感じる場

面が少なくないため、本地区のまちづくりで

は、安全で快適な歩行空間が整備される必要

があると考える。 

 医療センターの移転や新駅誘致を核とした

新たなまちづくりに合わせた今回の船橋都市

計画道路の変更により、公共交通の利便性向

上、交通結節機能の向上、都市機能の充実及び

交通の円滑化が図れるものと考えておりま

す。 
・医療セン夕―の最寄り駅であることから、バ

スやタクシー等の利用者が安全に便利に利用

出来る駅前広場が必要である。 
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意見書提出者４ 

意見書の要旨 市の見解 

・メディカルタウン実現方針に従い、都市基盤

を整備することで、自然に健康な心や、体を育

むことができるようなまちづくりができ、ま

ちの価値向上に繋がる。 

医療センターの移転や新駅誘致を核とした

新たなまちづくりに合わせた今回の船橋都市

計画道路の変更により、公共交通の利便性向

上、交通結節機能の向上、都市機能の充実及び

交通の円滑化が図れるものと考えておりま

す。 
・駅前広場はまちの顔となる場所であり、都市

計画道路としてまちづくりと一体として整備

する必要がある。 

・駅前広場と既存の都市計画道路とのスムー

ズな流れを生み出すために、２本の既存都市

計画道路を繋ぐ新たな都市計画道路の設定も

必要である。 

 

 


